　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






【プログラム】
発達障害・専門講座６








講座№1４20６





自閉症スペクトラム（ＡＳＤ）の治療とは何か


－臨床診断・脳画像研究・デイケアの協働からわかること－





期　　日：２０１４年１０月1１日（土）・1２日（日）


受講対象：教諭、養護教諭、保護者、学校関係者、保育、相談に関わる方、および関連の専門家


定　　員：100名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１１,０００円（税込み）※昼食は各自でおとりください


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021


会　　場：エムワイ貸会議室　TDビル　３階　　東京都新宿区高田馬場１丁目２９－９　


JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」戸山口徒歩２分、東京メトロ東西線「高田馬場駅」５番出口徒歩５分


　














※詳細地図は受講証に添付します





自閉症やアスペルガー症候群などの疾患群については自閉症スペクトラム（autism spectrum disorders；ASD）と国際基準で統一されました。これは大人でのアスペルガー症候群の診断についての混乱が日本だけの問題ではないことを示唆します。しかし、一方で連続性のあるスペクトラムとして類似の病気をひとくくりにすることで、問題が解決したわけではないことも銘記しなければいけません。


私たちは烏山病院での７年間、最近では晴和病院でもスタートさせたデイケアの経験から、この取り組みが彼らの生きづらさの軽減に役立つことを知りました。そこで診断が重要であることも実感しましたし、脳画像研究の対象を絞り込むのもデイケアの場での観察が重要であることが確信できました。また治療への可能性をきちんとご家族にお伝えする場も提供してくれています。


３年目の今回はワークショップの内容も一新しました。最近話題のオキシトシンについても我が国の第一人者に解説をお願いできました。就労を実現した当事者にも登壇してもらいます。みなさんの実体験としてこの講座が役立つことを期待します。　　　　　　　　　　　　　　【 企画講師　加藤進昌 】


　



































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【昭和大学医学部教授　加藤進昌】








日程�
時　 間�
テ　ー　マ�
講　 師（敬称略）�
�
10


月


11


日


(土)�
13：00～14：00�
ASDとＡＤＨＤの脳科学�
昭和大学附属烏山病院長


公益財団法人神経研究所・晴和病院理事長


加藤　進昌�
�
�
14：15～15：15�
脳画像研究から迫る


発達障害の神経メカニズム�
東京大学医学部精神医学教室


ユースメンタルヘルス講座特任助教　


八幡　憲明�
�
�
15：30～16：30�
脳の発達とASD


－オキシトシンの研究からわかってきたこと－�
東京大学医学部附属病院准教授


山末　英典�
�
�
16：30～17：00�
質 疑 応 答�
出　席　講　師�
�
10


月


12日


(日)�
 9：00～ 9：50�
ＡＳＤの治療とは何か


―大人の発達障害外来からわかること―�
（前　　　掲）


加藤　進昌�
�
�
 9：50～10：40�
大学における発達障害学生支援


―就労を目指す支援の取り組み―�
一橋大学保健センター准教授


丸田　伯子�
�
�
10：55～11：35�
発達障害デイケアの実践


―7年の臨床を振り返る―�
昭和大学附属烏山病院臨床心理士


横井　英樹�
�
�
11：35～12：00�
私が就労に至るまで�
当　事　者�
�
�
昼　　　　食　（各自でおとりください）�
�
�
13：00～15：00


（適宜休憩が入ります）�
プログラムの標準化に向けて


～支援ニーズ調査に応える～�
昭和大学附属烏山病院精神保健福祉士


五十嵐　美紀


�
�
�
�
ワークショップ


－デイケアプログラム紹介と体験－�
リーダー：　　　　　　　


昭和大学附属烏山病院作業療法士


花田　亜沙美


昭和大学附属烏山病院作業療法士


川畑　　啓





�
�
�
15：15～16：00�
全 体 討 論　�
司　会：（前　　　掲）加藤　進昌


出　席　講　師�
�
　　　　＊一部講義のテーマ、講師など変更になる場合がございますので、予めご了承願います。








